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総合評価 

令和 7 年度の自己評価結果から、本園では、子ども一人ひとりの発達や思いを大切にしながら、安心して過ご

せる保育環境づくりに取り組んでいることが確認された。特に、日々の生活や遊びを通した丁寧な関わり、安

全面への配慮、子どもの主体性を尊重する姿勢について、職員全体として一定の共通理解が図られている。 

また、子どもが自ら遊びを選択し、安心して自己表現できる環境づくりに努めている点についても評価でき

る。 

一方で、保護者支援の充実、職員研修の継続的実施、関係機関連携等については、更なる向上が求められる結

果となった。今後は、組織としての学びや情報共有を深めながら、継続的な保育の質向上に取り組んでいく。 

 

評価傾向 

領域 評価傾向 

子ども理解・関わり 高評価 

安全管理 高評価 

主体的な遊びの保障 良好 

環境構成 概ね良好 

保護者支援 改善余地あり 

研修・自己研鑽 課題あり 

関係機関連携 課題あり 

傾向分析 

• 子どもとの日常的な関わりは安定している  

• 安全意識や基本的保育実践は高い水準で維持されている  

• 職員の専門性向上や連携面については継続的な改善が必要  

 

強み・課題整理 

強み 

• 子どもの気持ちに寄り添う丁寧な保育  

• 安全を意識した生活環境づくり  

• 遊びを通した主体性の尊重  

• 日常生活を大切にした保育実践  

• 職員間での基本的な保育観の共有  

課題 

• 保護者への情報発信の充実  

• 園内研修・自己研鑽機会の確保  

• 関係機関連携への理解深化  

• 保育内容の見える化  

• 実践共有や振り返り体制の強化  

 

 

 



 

今後の改善方向 

• 園内研修の充実による専門性向上  

• 保護者への発信・共有機会の拡充  

• 関係機関との連携体制強化  

• 保育実践の共有と振り返りの定着  

• 子どもの主体性をさらに引き出す環境構成の工夫  

• 職員同士が学び合える組織づくりの推進  

今後も、子ども一人ひとりが安心して自己を発揮できる環境を整えながら、保護者・地域との信頼関係を深

め、より良い保育の実現を目指していく。 

 


